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年頭のごあいさつ

千葉県知事　熊谷　俊人

　謹んで新年の御挨拶を申し上げます。
　日頃より、皆様には、造園緑化に関する知識
の普及啓発、造園技術の向上等に取り組まれる
とともに、県道の緑化活動などの社会貢献活動
を積極的に推進されるなど、本県の美しい景観
の保全・形成や、みどり豊かで快適な県土づく
りに向けて御尽力いただき、厚く御礼申し上げ
ます。また、正月を迎えるにあたり、県庁等に
立派な門松を飾っていただき、感謝申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症への対応
や、原油価格・物価の高騰などの課題に全力で
取り組みました。今年は、感染拡大防止と社会
経済活動の両立を図りながら、将来を見据え、
様々な分野で未来への投資を行っていきます。
　防災面では、貴協会と「災害応急対策に関す
る業務協定」を締結しており、関係機関との連
携の充実強化を進めて災害対応力を向上させる
とともに、インフラの強靭化などにより「日本
一の防災県」を確立していきます。
　経済面では、経済産業活動の回復と更なる活
性化を図るため、今年度中に第５次ちば中小企
業元気戦略を策定します。さらに、広域交通網
や豊かな自然など、本県の優位性を最大限に活
用し、戦略的な企業誘致や観光振興などを図り
ます。
　農林水産業では、ICT等の活用による生産性
向上や担い手の確保などに取り組むとともに、
成田新市場と連携した海外向け商談会の開催な
どにより県産農林水産物の魅力を発信します。
　県内の活力を一層活性化していくための社会
インフラの整備に関しては、首都圏中央連絡自

動車道の全線開通や、北千葉道路の早期整備、
富津館山道路の４車線化に取り組むとともに、
その整備効果を波及させるためアクセス道路の
整備を進めます。また、成田空港第３滑走路等
の整備や、「新しい成田空港」構想の検討に合わ
せて、地域と空港の発展が好循環する地域づく
りを推進します。
　そして、持続可能な社会を次世代へ引き継い
でいくため、SDGsの考え方を踏まえた施策を
推進するとともに、一人ひとりが違った個性や
能力を持つ個人として尊重され、社会に参画し、
誰もがその人らしく活躍できる環境づくりを推
進します。
　また、「２０５０年カーボンニュートラル」に向け
ては、温室効果ガスの排出量削減だけではなく、
イノベーションなどの施策を推進し、環境保全
と経済成長の好循環を生み出せるよう取り組ん
でいきます。
　最近では、二地域居住などへの関心が高まっ
ていることから、豊かな自然の中で自分らしく
暮らすことができる、千葉ならではのライフス
タイルの魅力を発信します。
　今年は、千葉県が誕生してから１５０周年を迎
える節目の年です。ぜひ、各地の記念行事に足
を運んでいただき、これまでの歩みを振り返る
とともに、未来の千葉県に思いを馳せていただ
きたいと思います。
　結びに、一般社団法人千葉県造園緑化協会の
ますますの御発展と、会員の皆様の御活躍を祈
念申し上げまして、年頭の挨拶といたします。
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新年のごあいさつ

（一社）千葉県造園緑化協会

会　長　角田　敬一

　新年あけましておめでとうございます。
　平素より当協会の会員の皆様及び国、県、市
町村、関係団体の皆様には協会の事業活動に対
し格別のご支援、御高配を賜り厚く御礼申し上
げます。
　一般社団法人千葉県造園緑化協会は、これま
で様々な活動を通じて、緑豊かで安心できる生
活環境を創造し社会に貢献しようと、会員一丸
となって取り組んでまいりました。
　今、県の課題となっている広葉樹による海岸
林再生技術の確立を図るため、平成２８年から県
と連携し山武郡横芝光町において「千葉県造園
協会の森」として、長生郡白子町での経験を活
かし植栽基盤の保水性を高める客土、夏の高温
乾燥防止や雑草抑制等としての緑肥植物などを
取り入れ、広葉樹を植樹、継続して育成管理、
生育調査を継続して実施しています。そして、
今年３月末に７年間続いた育成調査を終える予
定です。
　造園技術の伝統文化に触れていただくため①
一般市民向け「ミニ門松講習会」及び②協会員
制作の本格的門松を県庁、県立こども病院など
４箇所に寄贈③造園関係の高校への出前授業④
造園技能検定実技試験の検定委員としての協力
など様々な活動を展開してまいりました。その
ためには、協会活動の柱である会員企業の経営
の安定化や人材育成の確保を図る共益活動も重
要です。会員企業は、ダンピング受注や造園工
事の減少に苦慮し、厳しい経営環境を強いられ
ているのが残念ながら現実です。
　また、経営の安定化と造園技術技能の低下防

止・承継を図るためには、造園工事が減少する
中、県の公園工事は国の建設業許可事務ガイド
ラインに基づいて発注されれば大部分が造園工
事となるところです。建設業法での造園業（業
種）は、２９ある業種のうち唯一生き物である植
物を扱う業種であり、緑の成長に合わせた適切
な植栽管理が重要な柱となります。すなわち、
緑を相手にするため造って終わりではないとこ
ろが造園業の大きな魅力でもあります。
　さらに、造園業は多種多様で①樹木を植栽す
る「植栽工事」のほかに、公園内などの様々な
工事を行うものです。例えば、②修景・芝生・
運動などの広場を築造する「広場工事」③公園
内の遊歩道や緑道などを建設する「園路工事」
④花壇や噴水及び休養施設や遊戯施設などを整
備する「公園設備工事」⑤建築物の屋上や壁面
などを緑化する「屋上等緑化工事」⑥樹木や芝
生、草花などの植物を育成し、土壌改良や支柱
の設置などを行う「緑地育成工事」があります。
　担い手の育成・確保を図るためには、造園技
術技能を発揮し磨くことができる造園工事現場
が必要であり、造園建設予算の拡大が不可欠で
す。さらに造園業で取り扱う緑は街の歴史や文
化を表現する大切な社会資本です。これからも
社会資本整備への期待に応えていかなければな
らないと決意しています。皆様方の一層のご支
援とご協力をお願い申し上げます。
　新しい年が皆様にとりまして、また、当造園
協会の会員の皆様にとって明るく希望溢れる良
き年となりますようご祈念申し上げ、新年のご
あいさつといたします。

2

年頭のごあいさつ

　謹んで新年の御挨拶を申し上げます。

　貴協会の会員の皆様には、日頃より、造園緑化
に関する知識の普及啓発、造園技術の向上等に取
り組まれるとともに、県道の緑化活動などの社会
貢献活動を積極的に推進され、本県の美しい景観
の保全・形成や、みどり豊かで快適な県土づくり
に向けて御尽力いただき、厚く御礼申し上げます。
また、正月を迎えるにあたり、県庁等に立派な門
松を飾っていただき、感謝申し上げます。

　昨年 ６ 月には、松戸市において、第36回全国「み
どりの愛護」のつどいを開催しました。当日は、
秋篠宮皇嗣、同妃 両殿下の御臨席のもと、造園
緑化協会の皆様のお力添えもいただきながら、無
事に開催することができました。全国の緑化関係
者など約1200名が参加する盛大な式典となりまし
た。さらに、横浜市で2027年国際園芸博覧会開催
が予定されており、県としましても、花植木のみ
ならず地域の振興にも寄与する機会であることか
ら、本県の農林水産資源と地域の魅力を発信でき
るよう出展することとしています。こうした機会
を最大限に生かし、今後とも、協会の皆様のご協
力を賜りながら、花と緑あふれる県土づくりの推
進に、より一層努めてまいります。

　昨年 ３ 月に千葉県知事に再度当選をさせていた
だき、10月には、 ２ 期目の県政において重点的に
取り組む政策・施策を取りまとめた「千葉県総合
計画　～千葉の未来をともに創る～」を策定いた
しました。
　本計画に基づき、頻発化・激甚化する災害や人
口減少社会の到来など、喫緊の課題に対応し、県
民の命とくらしを守るとともに、誰もが社会に参
加・活躍し、豊かなライフスタイルを実現できる
千葉県を目指してまいります。

　安全・安心の確立は、県政の土台です。貴協会
との「災害応急対策に関する業務協定」の締結を
はじめとした関係団体の皆様との連携強化に加
え、孤立集落対策や良好な避難環境の確保、地域
コミュニティの防災力強化などに取り組むほか、
防災分野におけるDXを推進するなど、「防災県・
千葉」を確立してまいります。

　成田空港では、第 ３ 滑走路の新設など、「成田
空港第 ２ の開港プロジェクト」が進められており、
産業拠点の形成とそれを支えるまちづくりを目指
す「成田空港エアポートシティ」実現に向けた施
策を推進してまいります。

　道路ネットワーク整備は本県活性化の基盤とな
るものであり、圏央道や北千葉道路の早期整備の
ほか、新湾岸道路や千葉北西連絡道路の計画の具
体化などに向けて積極的に取り組んでまいりま
す。

　成田空港の拡張事業や道路ネットワークの整備
により高まる本県のポテンシャルを最大限に生か
し、将来を見据えた新たな産業・地域づくりを進
めてまいります。
　また、企業誘致を推進するため、県の魅力の
PRや企業ニーズに応じた補助制度の柔軟な見直
し等に取り組んでまいります。
　さらに、昨年新たに県全域が指定された国家戦
略特区の制度も活用し、世界をリードする産業拠
点の形成や新事業の創出を図ってまいります。

　結びに、一般社団法人千葉県造園緑化協会のま
すますの御発展と、会員の皆様の御活躍を祈念申
し上げまして、年頭の挨拶といたします。
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